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１ 開会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 議題 

 

  義務教育段階からのキャリア教育の充実について 

 

 

４ 閉会 



 産業界と連携した探究的な
学習や卒業生等を講師とし
た授業

 インターンシップによる職場
実習

 大学等によるキャリア教育
支援

各段階におけるキャリア教育に関する主な取組

中学校

小学校

高 校

高等教育機関等

将来への夢や希望を育み、
働くことや社会への関心
を高める

自らの生き方や将来を
見据えながら、主体的に
進路を選択・実現する

社会的・職業的自立に向け
て必要な基盤となる能力
や態度を深化する

自分の興味・関心や将来の
生き方を踏まえ、現実的に
進路を考え始める

【学校の実践例】

 係や当番の仕事を行う

 地域のお店や工場等の見学

 地域での職場体験活動

 学校での職業講話

【県の取組】

 キャリアプロデューサーを活用した県内企業の周知
→生徒・保護者への県内企業情報の発信

 グローバルリーダー育成塾等の実施
→世界に羽ばたく人材の育成

 高校生向け出前講座や魅力発信イベント・パンフ
レット等の作成（保育、介護、自動車運送業界など）

→自治体、企業等から各職種の魅力を発信し、興味を喚起

 各分野の専門教育（実習・
演習）等

 ものづくり企業を学生が訪問する“産”観日の開催

 医学生・看護学生・薬学生向け病院見学ツアー開催

 大学等への出前講座の実施（半導体・建設産業等）

 合同企業説明会の開催
→生徒と企業のマッチング機会の提供、企業理解の深化

 「未来をえがくキャリア・ノート！」（R2～）
→小中学生の自己理解・目標設定を支援

 「キャリア教育実践交流協議会」（R2～）
→小中教員の指導力向上

 「ミライ×シゴト探究プロジェクト」（R8～）
→様々な職業分野の講師を中学校へ派遣し職業講話を実施

 科学体験プラザ（サイエンスショー）の開催
→実験や体験を通し、科学やものづくりへの関心を高める
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(全国学力・学習状況調査より) ※R6は小82.6％（全82.4）中67.1％（全66.3）

義務教育段階におけるキャリア教育の取組

現
状
・
課
題

取
組

③大分ミライ×シゴト探究プロジェクト①「未来をえがくキャリア・ノート！」普及・活用促進 ②キャリア教育実践交流協議会

【ヒトや命を支える】
医療、介護、福祉…等

【モノを作る】
製造、建設、農業…等

【情報やアイデアを生み出す】
IT、メディア、研究開発…等

【シクミを動かす】
行政、運輸、金融…等

 職場体験を充実させることの難しさ

・職場体験を実施している県内公立校の割合

職場体験実施93.2%うち2日以内90.9％

（令和 6年度大分県教育課程実施状況調査より）

学校と地域・社会との連携協働を促し 児童生徒が主体的に将来の進路選択を行うためのキャリア教育を推進

※全国66.3

※全国81.5

 将来の夢や目標について考える機会の必要性
・将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合

小学校から中学校へ進むと数値が下がる傾向

 学校が地域・社会と連携協働した教育活動を

実施することの難しさ

・「地域や企業等と連携した教育活動を実施した」

と回答した小中学校の割合 小68.7% 中61.0%

(令和6年度大分県教育課程実施状況調査より)

４つの業種を設定した職業講話の実施小中学校９年間の学びをつなぐノートの配付 キャリア教育担当者を対象とした協議会
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①「未来をえがくキャリア・ノート︕」普及・活用促進
目的

○R８入学児童から改訂版配付
○プリント貼付のためにサイズ拡大、空白ページを追加
○デジタル版の公開、編集・追加を容易にする

内容

県内の小学1年生に、小中学校９年間をつなぐ記録ノートとして大
分県版「キャリア・ノート」を配付し、将来の夢や希望、職業観・勤労
観の変容及び成長を自己評価できるようにする。
また、教師が、その記述をもとに対話的に関わることによって、児童生
徒のキャリア形成を促すための援助資料とする。

②キャリア教育実践交流協議会
目的

○キャリア教育を推進する立場の教員を対象に、協議会を開く

内容

「大分ミライ×シゴト探求プロジェクト」や、キャリア・ノートの取組につ
いて紹介の場を設けることで、当該事業の意義の周知や活用促進
等を図る。また、キャリア教育に関する講演及び実践交流、協議や、
紹介の場を設けることで、県下のキャリア教育の推進を図る。

「キャリア・ノート」活用方法・構成について

令和８年度
子どもの力と意欲を伸ばすキャリア教育実践交流協議会

期日︓令和８年 ６月２６日（金）
場所︓別府国際コンベンションセンター（ビーコンプラザ）

国際会議室

１ 説明
「キャリア教育の目的、キャリア・ノートの
意義・目的について」

２ 協議
「キャリア・ノートの活用を位置付けた
キャリア教育の実践について(予定)」

３ 講義
講師︓筑波大学 藤田晃之 教授

「キャリア・ノート」指導・活用の手引きより
令和７年度子どもの力と意欲を伸ばすキャリア教育実践交流協議会の様子



中学生

③大分ミライ×シゴト探究プロジェクト
目的

○県内の指定企業(30社程度)と連携し、県内各地域の対象中学校で新たな職業観の形成に向けた出前授業を実施する(18校程度)
○対象中学校が、県作成の指導計画を参考に、生徒のキャリア発達に向けた探究的な学習を実施する
○県と指定企業、学校による成果や課題の共有を通して、双方にとっての価値を創造し、学校と地域・企業との連携を推進する

内容

県の指定企業等が、県内各地域の中学校を対象に職業の社会的役割や求められる資質・能力に関する出前授業を実施し、事前・事後
指導を通じた探究的な学びを促すことで、中学生の社会参画意識を醸成し、勤労観・職業観を形成するとともに自己理解を深める。

【ヒトや命を支える】
医療、介護、教育、福祉…

【モノを作る】
製造、建設、エンジニア、農家…

【情報やアイデアを生み出す】
IT、広告、メディア、研究開発…

【シクミを動かす】
行政、法律、物流、金融、インフラ…

（事前学習） ・自己の適性や自分らしい生き方について考える。
（プロジェクト）・学校の体育館等に、参加企業がそれぞれ説明用のブースを設定する。

・生徒は「社会的役割を視点に分類した４つの業種」から1つずつを選択し、全部で４つの業種について学ぶ。
・各ブースでは、「仕事内容」「やりがい」「進路選択や求められる力」などを15分説明→5分間の質疑応答を行う。

（事後） ・プロジェクトでの学びをもとに、自分らしい生き方や自分の良さを活かせる職業について考え、職業観・勤労観の形成につなぐ。

社会的役割を視点に分類した4つの業種を設定

DさんCさんBさんAさんタイムスケジュール（例）
全体10:10-10:20オリエンテーション

シクミを動かす情報やアイデアを生み出すモノを作るヒトや命を支える10:20-10:40第１セッション（20分）

ヒトや命を支えるシクミを動かす情報やアイデアを生み出すモノを作る10:40-11:00第２セッション（20分）

休憩

モノを作るヒトや命を支えるシクミを動かす情報やアイデアを生み出す11:10-11:30第３セッション（20分）

情報やアイデアを生み出すモノを作るヒトや命を支えるシクミを動かす11:30-11:50第４セッション（20分）

全体11:50-12:00リフレクション

探究学習の進め方



議論していただきたいこと（案）

・義務教育段階からキャリア教育を充実させていくには、
知事部局や地域、企業等とどのように連携していけば
よいか。

・子どもたちが多様な職業観を形成し、地域や社会に貢献
しようとする意欲を醸成していくためには、義務教育段
階からどのような取組が大切か。
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大分県の産業別求人等の現状

（出典）令和７年度大分県新規学卒者実態調査

総数
その他

就職者
総数

大学等
進学

その他
（就職）

公務
医療
福祉

宿泊業
飲食業

卸売業
小売業

運輸業
郵便業

製造業建設業
農業
林業
漁業

２２２39915398119121117748267142,0366,7368,994人数

2.5%（4.4%）（1.7%）（1.1%）（1.3%）（1.3%）（1.3%）（8.3%）（3.0%）（0.2%）22.6%74.9%－割合

その他
医療
福祉

宿泊業
飲食

卸売業
小売業

運輸業
郵便業

製造業建設業
農業
林業
漁業

求人数
総数

6856843434423561,4521,184735,219令和7年３月卒

6936733064823511,4781,188485,219令和8年３月卒

新規高等学校卒業予定者の産業別求人数

（出典）大分労働局職業安定課調査

（単位：人）

新規高等学校卒業者の進路状況（令和７年３月時点）
（単位：人）
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企業等名職業名
県薬剤師会薬剤師

ヒ
ト
や
命
を
支
え
る

県福祉保健部保健師
県福祉保健部管理栄養士
県福祉保健部臨床検査技師
県福祉保健部診療放射線技師
県福祉保健部カウンセラー
農林水産部 畜産振興課獣医師
明星国際ビューティカレッジ美容師/ネイリスト
県理学療法士協会理学療法士
県工業振興課（県LSIクラスター形成推進会議）半導体製造

モ
ノ
を
つ
く
る

野田麗華園フラワーアレンジメント
九州運輸局造船業
県工業振興課（県工業連合会）工業
県農林水産部農業/林業/水産業
大分県建築士会建築士
MIRU PRINT print pattern & illustrationデザイナー/イラストレーター

情
報
や
ア
イ
デ
ア

を
生
み
出
す

ハイパーネットワーク社会研究所プログラマー/システムエンジニア
NAHO DESIGNプロダクトデザイナー
大分合同新聞社新聞記者
TOS番組企画/映像製作
アドヴァイス情報誌製作
ハーモニーランドイベント企画
大分県人事委員会行政職員

シ
ク
ミ
を
動
か
す

九州運輸局運輸業

大分県弁護士会弁護士等
大分県警察本部警察官
大分県税務署税務署職員
交通政策局交通政策企画課空港職員
日本銀行大分支店銀行業

※上記の職業から、学校の希望日に応じて調整の上、派遣する予定。

連携企業等一覧



中 学 校

高等専門学校

国立 1校

各種学校
・

職業能力開発施設

公立 6校 私立 10校

日田高等技術専門校、
豊西准看護学院、

日田香蘭高等文化学院
など

専修学校
（専門課程）

公立 １校 私立 33校

農業大学校、医師会看護、
大分リハビリテーション、

明日香美容文化、
智泉福祉製菓 など

短期大学

公立 １校
私立 ４校

大学

国立 １校
公立 １校
私立 ３校

大学院

短大

専攻科

就 職

中学校卒業後の進路イメージ

高等学校

公立 40校 私立 1５校

専修学校（高等課程）

私立 ７校

大分准看護専門学院、
田北調理師専門学校 など

高専

専攻科

※赤色の矢印：就職、 黒色の矢印：進学（編入）
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看護師

看護師 国家試験

保健師

保健師 国家試験

助産師

助産師 国家試験

高等学校
普通科

保健師になるためには保健師国家試験および
看護師国試験に合格する必要がある

助産師になるためには助産師国家試験および
看護師国家試験に合格する必要がある

高等学校衛生看護科
【３年】

准看護師 知事試験

准看護師

中学卒業者は実務経験３年以上

看護師
養成所
定時制
【3年】

看護師
養成所
全日制
【2年】

看護師
養成所
通信制
【2年】

実務経験5年以上

看護系
大学
【４年】

看護師
養成所
全日制
【3年】

看護師
養成所
定時制
【4年】

看護
短期大学

【３年】
高等学校
５年一貫
看護課程

【５年】

中 学 校

助産師課程【１年以上】保健師課程【１年以上】

看護職の資格取得までの進路イメージ

高校（学科）

東九州龍谷

高校＋専攻科

大分東明、明豊、
柳ヶ浦、昭和学園、

別府溝部

専修学校（専門課程）

大分市医師会看護、
中津ファビオラ

専修学校（専門課程）

別府青山、藤華医療

准看護師養成【２年】

専修学校（高等課程）
または各種学校

大分准看護 他４校

※１

看護大
大分大
別府大

※１

※１

看護大（院）
大分大、別府大

看護大（院）
藤華医療

※１ 看護系大学では、４年間の教育の中で、保健師と助産師教育プログラムがある場合は、看護師に加えて保健師と助産師の国家試験受験資格を得ることができる。



高等学校 普通科

【３年】

中 学 校

工業系の主な進路イメージ

就 職

高等学校 工業系

【３年】

高等専門学校

【３年or５年】

工業系短大

【２年】

工業系大学

【４年】

職業能力
開発施設

【１年or２年】

専攻科

【２年】

大学院

【修士（前期）２年
博士（後期）３年】

（４年次編入）

（3年次編入）

（2年次編入）※大分大学のみ

工科短期
大学

高等技術
専門校 等

大分工業、楊志館、
情報科学、国東、
宇佐産業科学 等

大分大、文理大

専修学校
（専門課程）

【１～４年】

大分昴自動車
工科 等

（５年）

（3年）

※赤色の矢印：就職、 黒色の矢印：進学（編入）



小・中学生向けの主な取組（知事部局実施分）
担当部局取組内容職業名

福祉保健部
●看護学生確保に向けた取組

県内の小・中学校に講師を派遣して「生命と看護の授業」を開催
看護師

福祉保健部

●薬剤師の魅力発信
県内在住の高校生及び中学生を対象に薬剤師・薬学生との交流イベント等を開催
（R7年度）R8.1.11 薬剤師魅力発信イベント「薬剤師のひみつ」

（現役薬学生や薬剤師との交流、調剤体験や災害時に活躍する「動く薬局」の見学など）

薬剤師

商工観光
労働部

●科学体験プラザ
実験や体験を通して科学やものづくりへの関心を高めるため、

小学生向けに科学体験プラザ（サイエンスショー）を開催
（R7年度）R8.1.10 演題「らんま先生のeco実験サイエンスショー」

(世界一の大型空気砲や環境をテーマにした実験など)

●おおいたものづくり発見ブック
大分には世界に誇り得る多くの企業が存在していること、私たちの生活が

実は数多くの県内企業の技術に支えられていることを分かりやすく紹介

ものづくり
関係者

（大分高等技術
専門校）

●ものづくり体験イベント
小・中学生向けにプログラミングやカーメカニック体験等ができるイベントを開催

商工観光
労働部

●半導体講座の拡大
・半導体関連企業が提供可能な教育プログラムをリスト化し、教育機関とのマッチングを支援
・O-Laboでの半導体講座に加え、新たにLSIクラスターから講師を派遣した出前講座を開催

半導体
関係

商工観光
労働部

●宇宙ビジネスアイデアコンテスト
中高生による地球低軌道を活用した宇宙ビジネスアイデアコンテストを開催

●CanSat宇宙教室（O-Laboと連携）
公募した中学生により組成したチームで、空き缶を人工衛星本体に見立てて、限られた材料

を活用しながら、規定高度からの落下時間や落下時の直立など、与えられたミッションの達成
度合いを競うワークショップを開催

宇宙関連
産業

参考資料３


